
議案第 ３ 号

沖縄県立高等学校管理規則の一部を改正する規則について

以下の理由により、沖縄県立高等学校管理規則の一部を改正する規則案を別紙のと

おり提出する。

令和４年２月10日提出

沖縄県教育委員会教育長 金城 弘昌

理 由

民法（明治29年法律第89号）の一部を改正する法律の施行により、個人による根

保証契約について極度額の設定の義務化（令和２年４月１日）及び成年年齢が満18

歳となること（令和４年４月１日）に伴い、沖縄県立高等学校管理規則の改正を行

う必要がある。

これが、この議案を提出する理由である。

【参考・根拠規定】

民法（明治29年法律第89号）



（別紙）

沖縄県教育委員会規則第 号

沖縄県立高等学校管理規則の一部を改正する規則

沖縄県立高等学校管理規則（平成12年沖縄県教育委員会規則第７号）の一部を次のように改正する。

目次中「第47条」を「第47条の２」に改める。

第20条を次のように改める。

（入学の手続）

第20条 入学を許可された者は、校長の指定する期日までに、誓約書兼保証意思確認書（第６号様式）、住

民票の謄本その他必要な書類を校長に提出しなければならない。

第24条の見出し中「保護者及び」を削り、同条第１項を次のように改める。

入学しようとする者は、保護者等（保護者（学校教育法第16条に規定する保護者をいう。）その他の学

校に対して生徒に関する責任を負う者として教育委員会が定める者をいう。以下同じ。）のもとから通学

できない状況にある場合は、保証人を立てるものとする。

第24条第２項及び第３項、第25条第１項、第26条第１項、第27条第１項、第28条第１項、第29条第１項、

第30条第１項、第31条第１項、第32条第１項、第33条第１項、第42条第１項、第46条第１項及び第３項並

びに第47条中「保護者」を「保護者等」に改める。

第３章中第47条の次に次の１条を加える。

（成年者の特例）

第47条の２ 成年者に係る第24条第１項から第３項まで、第25条第１項、第26条第１項、第27条第１項、第

28条第１項、第29条第１項、第30条第１項、第31条第１項、第32条第１項、第33条第１項、第42条第１

項、第46条第１項及び第３項並びに第47条の規定の適用については、第24条第１項中「入学しようとする

者は、保護者等（保護者（学校教育法第16条に規定する保護者をいう。）その他の学校に対して生徒に関

する責任を負う者として教育委員会が定める者をいう。以下同じ。）のもとから通学できない状況にある

場合は」とあるのは「入学しようとする者は」と、第24条第２項中「保護者等とともに生徒」とあるのは

「生徒」と、同条第３項中「保護者等若しくは保証人」とあるのは「保証人」と、第25条第１項、第26条

第１項、第27条第１項、第28条第１項、第29条第１項、第30条第１項、第31条第１項、第32条第１項、第

33条第１項、第42条第１項及び第46条第１項中「保護者等」とあるのは「保証人」と、同条第３項中「保

護者等」とあるのは「遺族」と、第47条中「保護者等及び保証人」とあるのは「保証人」とする。ただ

し、当該成年者が誓約書兼保証意思確認書を提出した日において18歳未満である場合は、この限りでな

い。

２ 前項ただし書の場合において、当該成年者の保護者等であった者は、なお保護者等であるものとみな

す。

第63条第３項中「保護者」を「保護者等」に改める。

第６号様式を次のように改める。

第６号様式（第20条関係）

誓約書兼保証意志確認書
沖縄県立 高等学校長 殿
私は御校入学の上は、校則及び諸規則をよく守り、生徒の本分を尽くすことを誓います。

年 月 日
本 人
住 所
（ふりがな）

氏 名
年 月 日生

上記の者の在学中は、校則及び諸規則を守らせ、本人の身上に関する一切の責任を負うことを誓約
します。また、入学料、授業料及び受講料の納付については、金 円を限度に本人と連帯し
て保証します。

年 月 日
保護者等
住 所 電話（ ）



職 業（ ）本人との続柄（ ）
氏 名

年 月 日生

上記の者の在学中は、校則及び諸規則を守らせ、本人の身上に関する一切の責任を負うことを誓約
します。

保証人
住 所
氏 名

年 月 日生

（Ａ４判）

注 保護者等又は保証人に係る記載が不要である場合には、適宜修正すること。

第７号様式中「保護者氏名 」を「保護者等氏名

」に、「許可くださるよう」を「許可を」に改め、同様式に注として次のように加える。

注 成年に達した生徒については、「保護者等」を「保証人」とすること。

第８号様式中「保護者氏名 」を「保護者等氏名

」に、「許可くださるよう」を「許可を」に改め、同様式に注として次のように加える。

注 成年に達した生徒については、「保護者等」を「保証人」とすること。

第９号様式中「保護者氏名 」を「保護者等氏名

」に、「許可くださるよう」を「許可を」に改め、同様式に注として次のように加える。

注 成年に達した生徒については、「保護者等」を「保証人」とすること。

第10号様式中「保護者氏名 」を「保護者等氏名

」に、「許可くださるよう」を「許可を」に改め、同様式に注として次のように加える。

注 成年に達した生徒については、「保護者等」を「保証人」とすること。

第11号様式中「保護者氏名 」を「保護者等氏名

」に、「許可くださるよう」を「許可を」に改め、同様式に注として次のように加える。

注 成年に達した生徒については、「保護者等」を「保証人」とすること。

第12号様式中「保護者氏名 」を「保護者等氏名

」に、「許可くださるよう」を「許可を」に改め、同様式に注として次のように加える。

注 成年に達した生徒については、「保護者等」を「保証人」とすること。

第13号様式中「保護者氏名 」を「保護者等氏名

」に改め、同様式に注として次のように加える。

注 成年に達した生徒については、「保護者等」を「保証人」とすること。

第14号様式中「保護者氏名 」を「保護者等氏名

」に、「許可くださるよう」を「許可を」に改め、同様式に注として次のように加える。

注 成年に達した生徒については、「保護者等」を「保証人」とすること。

第15号様式中「保護者氏名 」を「保護者等氏名

」に、「許可くださるよう」を「許可を」に改め、同様式に注として次のように加える。

注 成年に達した生徒については、「保護者等」を「保証人」とすること。

附 則

この規則は、令和４年３月１日から施行する。



規則案の概要の説明

部課名 教育庁県立学校教育課

１ 件名

沖縄県立高等学校管理規則の一部を改正する規則

２ 改正の経緯及び必要性

民法（明治29年法律第89号）の一部を改正する法律の施行により、個人による根

保証契約について極度額の設定の義務化（令和２年４月１日）及び成年年齢が満18

歳となること（令和４年４月１日）に伴い、入学・転学等の手続きにおける保護者

及び保証人に関する規定を改める必要がある。

３ 改正案の概要

⑴ 誓約書の記載事項に、保護者等による授業料等の保証に関する事項を追加し、

様式の名称を改める。（第20条及び第６号様式関係）

⑵ 生徒の身元を保証し、休学、退学時に連署する者の範囲を改める。（第24条か

ら第33条、第42条、第46条、第47条及び第63条関係）

⑶ 成年に達した生徒に係る規定を整理する。（第47条の２）

⑷ この規則は、令和４年３月１日から施行する。（附則）

４ 根拠法令

⑴ 民法（明治29年法律第89号）第４条、第465条の２及び第818条

５ 添付資料

⑴ 新旧対照表

⑵ 根拠法令の参照条文
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表

沖
縄
県
立
高
等
学
校
管
理
規
則
（
平
成
1
2
年
沖
縄
県
教
育
委
員
会
規
則
第
７
号
）
新
旧
対
照
表

改
正

案
現

行

目
次

目
次

第
１
章

総
則
（
第
１
条
―
第
８
条
）

第
１
章

総
則
（
第
１
条
―
第
８
条
）

第
２
章

教
育
活
動
（
第
９
条
―
第
1
6
条
）

第
２
章

教
育
活
動
（
第
９
条
―
第
1
6
条
）

第
３
章

生
徒
（
第
1
7
条
―
第
4
7
条
の
２
）

第
３
章

生
徒
（
第
1
7
条
―
第
4
7
条

）

第
４
章

教
職
員
及
び
学
校
組
織
（
第
4
8
条
―
第
7
5
条
）

第
４
章

教
職
員
及
び
学
校
組
織
（
第
4
8
条
―
第
7
5
条
）

第
５
章

施
設
・
設
備
（
第
7
6
条
―
第
8
8
条
）

第
５
章

施
設
・
設
備
（
第
7
6
条
―
第
8
8
条
）

第
６
章

補
則
（
第
8
9
条
）

第
６
章

補
則
（
第
8
9
条
）

附
則

附
則

第
１
条
～
第
1
9
条

（
略
）

（
趣
旨
）

第
１
条

こ
の
規
則
は
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
3
1
年
法
律
第
1
6
2

号
）
第
3
3
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
沖
縄
県
立
高
等
学
校
（
以
下
「
学
校
」
と
い
う
。
）
の
管
理
運
営

に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
２
条
～
第
1
9
条

（
略
）

（
入
学
の
手
続
）

（
入
学
の
手
続
）

第
2
0
条

入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
校
長
の
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
、
誓
約
書
兼
保
証
意
思
確
認
書
第
2
0
条

入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
校
長
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
保
護
者
（
成
年
者
の
場
合
は
、

（
第
６
号
様
式
）
、
住
民
票
の
謄
本
そ
の
他
必
要
な
書
類
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

保
証
人
。
以
下
同
じ
。
）
若
し
く
は
保
護
者
が
当
該
学
区
外
に
居
住
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
保
証

人
と
連
署
し
た
誓
約
書
（
第
６
号
様
式
）
及
び
戸
籍
抄
本
又
は
住
民
票
の
謄
本
に
入
学
料
を
添
え

て
、
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
2
1
条
～
第
2
3
条

（
略
）

第
2
1
条
～
第
2
3
条

（
略
）

（
保
証
人
）

（
保
護
者
及
び
保
証
人
）

（
新
旧
対
照
表

1
ペ
ー
ジ
）

2
0
2
2
/
0
2
/
0
8
1
8
:
0
8



第
2
4
条

入
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
保
護
者
等
（
保
護
者
（
学
校
教
育
法
第
1
6
条
に
規
定
す
る
保
護
第
2
4
条

保
護
者
は
、
生
徒
に
対
し
て
親
権
を
行
う
者
（
親
権
を
行
う
者
の
な
い
と
き
は
、
後
見
人
又

者
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
学
校
に
対
し
て
生
徒
に
関
す
る
責
任
を
負
う
者
と
し
て
教
育
委
員
会
が
定

は
後
見
人
の
職
務
を
行
う
者
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
成
年
に
達
し
た
生
徒
に
対
し
て
は
、
こ
れ
に
準

め
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
も
と
か
ら
通
学
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
場
合
は
、
保
証
人
を
立

ず
る
も
の
と
す
る
。

て
る
も
の
と
す
る
。

２
保
証
人
は
、
学
校
所
在
の
市
町
村
又
は
近
隣
の
市
町
村
に
居
住
し
、
独
立
の
生
計
を
営
む
成
年
者

２
保
証
人
は
、
学
校
所
在
の
市
町
村
又
は
近
隣
の
市
町
村
に
居
住
し
、
独
立
の
生
計
を
営
む
成
年
者

で
、
学
校
に
対
し
て
保
護
者

と
と
も
に
生
徒
に
関
す
る
責
任
を
負
う
こ
と
が
で
き
る
者
で
な
け
れ

で
、
学
校
に
対
し
て
保
護
者
等
と
と
も
に
生
徒
に
関
す
る
責
任
を
負
う
こ
と
が
で
き
る
者
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

３
保
護
者

若
し
く
は
保
証
人
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
保
護
者

若
し
く
は
保
証
人
の
住
所

３
保
護
者
等
若
し
く
は
保
証
人
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
保
護
者
等
若
し
く
は
保
証
人
の
住
所

若
し
く
は
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
校
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

若
し
く
は
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
校
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
校
長
は
、
保
証
人
を
適
当
で
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

４
（
略
）

と
す
る
。

（
転
学
）

（
転
学
）

第
2
5
条

他
の
高
等
学
校
へ
転
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
保
護
者
等
と
連
署
し
た
転
学
願
（
第
７
号
様
第
2
5
条

他
の
高
等
学
校
へ
転
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
保
護
者

と
連
署
し
た
転
学
願
（
第
７
号
様

式
）
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

式
）
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
～
５

（
略
）

２
校
長
は
、
前
項
の
転
学
願
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
転
学
の
事
由
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
と

き
は
、
そ
の
事
由
を
記
載
し
た
書
面
、
生
徒
の
在
学
証
明
書
そ
の
他
必
要
な
書
類
を
転
学
先
の
校
長

に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
転
学
先
の
校
長
は
、
教
育
上
支
障
が
な
く
、
か
つ
、
適
当
と
認
め
た
場
合
に
は
、
相
当
学
年
に
転

入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
校
長
は
、
前
項
の
転
入
学
を
許
可
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
生
徒
が
従
前
在
学
し
て
い
た
学
校
の
校

長
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
当
該
校
長
か
ら
速
や
か
に
そ
の
生
徒
の
指
導
要
録
の
写
し

（
転
学
し
て
き
た
生
徒
に
つ
い
て
は
、
転
学
に
よ
り
送
付
を
受
け
た
指
導
要
録
の
写
し
を
含

む
。
）
、
健
康
診
断
書
そ
の
他
必
要
な
書
類
の
送
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
転
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
第
2
0
条
及
び
第
2
1
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
転
籍
）

（
転
籍
）

第
2
6
条

全
日
制
の
課
程
、
定
時
制
の
課
程
及
び
通
信
制
の
課
程
相
互
間
の
転
籍
を
し
よ
う
と
す
る
者
第
2
6
条

全
日
制
の
課
程
、
定
時
制
の
課
程
及
び
通
信
制
の
課
程
相
互
間
の
転
籍
を
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
保
護
者
等
と
連
署
し
た
転
籍
願
（
第
８
号
様
式
）
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
、
保
護
者

と
連
署
し
た
転
籍
願
（
第
８
号
様
式
）
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
（
略
）

２
校
長
は
、
前
項
の
転
籍
願
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
教
育
上
支
障
が
な
く
、
か
つ
、
適
当
と
認

め
た
と
き
は
、
相
当
学
年
に
転
籍
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
旧
対
照
表

2
ペ
ー
ジ
）

2
0
2
2
/
0
2
/
0
8
1
8
:
0
8



（
新
旧
対
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（
転
科
）

（
転
科
）

第
2
7
条

他
の
学
科
に
転
科
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
保
護
者
等
と
連
署
し
た
転
科
願
（
第
９
号
様
式
）
第
2
7
条

他
の
学
科
に
転
科
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
保
護
者

と
連
署
し
た
転
科
願
（
第
９
号
様
式
）

を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
校
長
は
、
前
項
の
転
科
願
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
教
育
上
支
障
が
な
く
、
か
つ
、
適
当
と
認

め
た
と
き
は
、
相
当
学
年
に
転
科
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
前
項
の
規
定
に
よ
る
転
科
の
許
可
は
、
学
年
始
め
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
退
学
）

（
退
学
）

第
2
8
条

病
気
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
退
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
保
護
者
等
と
連
署
し
た
退
学
願
第
2
8
条

病
気
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
退
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
保
護
者

と
連
署
し
た
退
学
願

（
第
1
0
号
様
式
）
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
第
1
0
号
様
式
）
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
校
長
は
、
前
項
の
事
由
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
退
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
校
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
退
学
を
許
可
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
教
育
委
員
会
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
留
学
）

（
留
学
）

第
2
9
条

外
国
の
高
等
学
校
に
留
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
保
護
者
等
と
連
署
し
た
留
学
願
（
第
1
1
号
第
2
9
条

外
国
の
高
等
学
校
に
留
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
保
護
者

と
連
署
し
た
留
学
願
（
第
1
1
号

様
式
）
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

様
式
）
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
～
６

（
略
）

２
校
長
は
、
前
項
の
留
学
願
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
教
育
上
有
益
と
認
め
た
と
き
は
、
留
学
を

許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
校
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
留
学
を
許
可
し
た
と
き
は
、
生
徒
の
在
学
証
明
書
、
成
績
証
明
書

そ
の
他
必
要
な
書
類
を
留
学
先
の
高
等
学
校
の
校
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
校
長
は
、
留
学
を
許
可
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
留
学
先
の
外
国
の
高
等
学
校
と
の

間
で
協
議
を
行
い
、
当
該
留
学
の
概
要
を
把
握
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情

に
よ
り
協
議
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
学
校
間
の
協
議
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

５
校
長
は
、
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
留
学
を
許
可
さ
れ
た
生
徒
に
つ
い
て
、
外
国
の
高
等
学
校
に
お

け
る
履
修
を
当
該
生
徒
の
在
学
す
る
高
等
学
校
に
お
け
る
履
修
と
み
な
し
、
3
0
単
位
を
超
え
な
い
範

囲
で
単
位
の
修
得
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
校
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
単
位
の
修
得
を
認
定
さ
れ
た
生
徒
に
つ
い
て
、
第
3
9
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
第
1
1
条
第
１
項
に
規
定
す
る
学
年
の
中
途
に
お
い
て
も
、
各
学
年
の
課
程
の
修
了
又
は
卒
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業
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
休
学
）

（
休
学
）

第
3
0
条

病
気
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
、
休
学
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
保
護
者
等
と
連
署
し
た
休
学
第
3
0
条

病
気
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
、
休
学
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
保
護
者

と
連
署
し
た
休
学

願
（
第
1
2
号
様
式
）
に
医
師
の
診
断
書
そ
の
他
の
事
由
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
、
校
長
に
提
出
し

願
（
第
1
2
号
様
式
）
に
医
師
の
診
断
書
そ
の
他
の
事
由
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
、
校
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
～
５

（
略
）

２
校
長
は
、
前
項
の
事
由
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
休
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
休
学
の
期
間
は
、
３
月
以
上
１
年
以
内
と
す
る
。

４
校
長
は
、
引
き
続
き
休
学
し
よ
う
と
す
る
者
が
第
１
項
に
定
め
る
手
続
き
を
行
っ
た
と
き
は
、
前

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
休
学
を
通
算
し
て
３
年
以
内
の
期
間
を
限
り
延
長
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

５
校
長
は
、
前
項
に
定
め
る
休
学
の
期
間
が
満
了
し
、
な
お
復
学
で
き
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

を
退
学
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

（
休
学
の
取
消
し
）

（
休
学
の
取
消
し
）

第
3
1
条

休
学
の
許
可
を
受
け
た
者
が
そ
の
許
可
を
受
け
た
後
、
３
月
以
内
に
そ
の
事
由
が
消
滅
し
た
第
3
1
条

休
学
の
許
可
を
受
け
た
者
が
そ
の
許
可
を
受
け
た
後
、
３
月
以
内
に
そ
の
事
由
が
消
滅
し
た

と
き
は
、
保
護
者
等
と
連
署
し
た
休
学
取
消
願
（
第
1
3
号
様
式
）
に
医
師
の
診
断
書
等
そ
の
事
由
を

と
き
は
、
保
護
者

と
連
署
し
た
休
学
取
消
願
（
第
1
3
号
様
式
）
に
医
師
の
診
断
書
等
そ
の
事
由
を

証
す
る
書
類
を
添
え
、
校
長
に
休
学
の
取
消
し
を
願
い
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

証
す
る
書
類
を
添
え
、
校
長
に
休
学
の
取
消
し
を
願
い
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
（
略
）

２
校
長
は
、
前
項
の
事
由
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
休
学
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
復
学
）

（
復
学
）

第
3
2
条

休
学
中
の
者
が
復
学
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
保
護
者
等
と
連
署
し
た
復
学
願
（
第
1
4
号
様
第
3
2
条

休
学
中
の
者
が
復
学
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
保
護
者

と
連
署
し
た
復
学
願
（
第
1
4
号
様

式
）
に
、
病
気
の
と
き
は
医
師
の
診
断
書
を
、
そ
の
他
の
場
合
は
理
由
書
を
添
え
て
、
校
長
に
提
出

式
）
に
、
病
気
の
と
き
は
医
師
の
診
断
書
を
、
そ
の
他
の
場
合
は
理
由
書
を
添
え
て
、
校
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
（
略
）

２
校
長
は
、
前
項
の
事
由
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
復
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
再
入
学
）

（
再
入
学
）

第
3
3
条

退
学
し
た
者
が
同
一
の
学
校
へ
再
入
学
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
保
護
者
等
と
連
署
し
た
再
第
3
3
条

退
学
し
た
者
が
同
一
の
学
校
へ
再
入
学
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
保
護
者

と
連
署
し
た
再

入
学
願
（
第
1
5
号
様
式
）
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

入
学
願
（
第
1
5
号
様
式
）
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
（
略
）

２
校
長
は
、
前
項
の
再
入
学
願
の
事
由
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
相
当
学
年
に
再
入
学
を
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許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
3
4
条
～
第
4
1
条

（
略
）

第
3
4
条
～
第
4
1
条

（
略
）

（
欠
席
等
の
届
出
）

（
欠
席
等
の
届
出
）

第
4
2
条

生
徒
が
欠
席
す
る
と
き
は
、
保
護
者
等
と
連
署
し
た
欠
席
届
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
第
4
2
条

生
徒
が
欠
席
す
る
と
き
は
、
保
護
者

と
連
署
し
た
欠
席
届
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
校
長
は
、
生
徒
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
理
由
の
た
め
出
席
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
欠
席
の
取
扱
い

を
し
な
い
。

⑴
忌
引

⑵
学
校
保
健
安
全
法
（
昭
和
3
3
年
法
律
第
5
6
号
）
第
1
9
条
の
規
定
に
よ
る
出
席
停
止

⑶
前
２
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
校
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合

３
前
項
の
忌
引
日
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

⑴
父
母

７
日

⑵
祖
父
母
、
兄
弟
、
姉
妹

３
日

⑶
曾
祖
父
母
、
伯
叔
父
母

１
日

⑷
そ
の
他
同
居
の
親
族

１

第
4
3
条
～
第
4
5
条
（
略
）

第
4
3
条
～
第
4
5
条
（
略
）

（
生
徒
の
異
動
等
の
届
出
）

（
生
徒
の
異
動
等
の
届
出
）

第
4
6
条

生
徒
が
住
所
又
は
氏
名
を
変
更
し
た
と
き
は
、
保
護
者
等
と
連
署
し
た
住
所
、
氏
名
変
更
届
第
4
6
条

生
徒
が
住
所
又
は
氏
名
を
変
更
し
た
と
き
は
、
保
護
者

と
連
署
し
た
住
所
、
氏
名
変
更
届

を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
前
項
の
氏
名
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
戸
籍
抄
本
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２
前
項
の
氏
名
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
戸
籍
抄
本
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３
生
徒
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
保
護
者
等
は
死
亡
届
を
速
や
か
に
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
３

生
徒
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
保
護
者

は
死
亡
届
を
速
や
か
に
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ら
な
い
。

（
寄
宿
舎
へ
の
入
舎
）

（
寄
宿
舎
へ
の
入
舎
）

第
4
7
条

寄
宿
舎
に
入
舎
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
保
護
者
等
及
び
保
証
人
と
連
署
し
た
入
舎
願
を
校
長
第
4
7
条

寄
宿
舎
に
入
舎
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
保
護
者

及
び
保
証
人
と
連
署
し
た
入
舎
願
を
校
長

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
成
年
者
の
特
例
）

第
4
7
条
の
２

成
年
者
に
係
る
第
2
4
条
第
１
項
か
ら
第
３
項
ま
で
、
第
2
5
条
第
１
項
、
第
2
6
条
第
１
（
新
設
）

項
、
第
2
7
条
第
１
項
、
第
2
8
条
第
１
項
、
第
2
9
条
第
１
項
、
第
3
0
条
第
１
項
、
第
3
1
条
第
１
項
、
第

3
2
条
第
１
項
、
第
3
3
条
第
１
項
、
第
4
2
条
第
１
項
、
第
4
6
条
第
１
項
及
び
第
３
項
並
び
に
第
4
7
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
2
4
条
第
１
項
中
「
入
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
保
護
者
等
（
保
護
者

（
学
校
教
育
法
第
1
6
条
に
規
定
す
る
保
護
者
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
学
校
に
対
し
て
生
徒
に
関
す
る

責
任
を
負
う
者
と
し
て
教
育
委
員
会
が
定
め
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
も
と
か
ら
通
学
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
場
合
は
」
と
あ
る
の
は
「
入
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
」
と
、
第
2
4
条
第
２
項
中

「
保
護
者
等
と
と
も
に
生
徒
」
と
あ
る
の
は
「
生
徒
」
と
、
同
条
第
３
項
中
「
保
護
者
等
若
し
く
は

保
証
人
」
と
あ
る
の
は
「
保
証
人
」
と
、
第
2
5
条
第
１
項
、
第
2
6
条
第
１
項
、
第
2
7
条
第
１
項
、
第

2
8
条
第
１
項
、
第
2
9
条
第
１
項
、
第
3
0
条
第
１
項
、
第
3
1
条
第
１
項
、
第
3
2
条
第
１
項
、
第
3
3
条
第

１
項
、
第
4
2
条
第
１
項
及
び
第
4
6
条
第
１
項
中
「
保
護
者
等
」
と
あ
る
の
は
「
保
証
人
」
と
、
同
条

第
３
項
中
「
保
護
者
等
」
と
あ
る
の
は
「
遺
族
」
と
、
第
4
7
条
中
「
保
護
者
等
及
び
保
証
人
」
と
あ

る
の
は
「
保
証
人
」
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
成
年
者
が
誓
約
書
兼
保
証
意
思
確
認
書
を
提
出
し
た

日
に
お
い
て
1
8
歳
未
満
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
成
年
者
の
保
護
者
等
で
あ
っ
た
者
は
、
な
お
保
護
者
等

で
あ
る
も
の
と
み
な
す
。

第
4
8
条
～
第
6
2
条
（
略
）

第
4
8
条
～
第
6
2
条
（
略
）

（
学
校
評
価
）

（
学
校
評
価
）

第
6
3
条

（
略
）

第
6
3
条

校
長
は
、
学
校
の
教
育
活
動
そ
の
他
の
学
校
運
営
の
状
況
に
つ
い
て
、
自
ら
評
価
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

２
（
略
）

２
前
項
の
評
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
校
長
は
、
そ
の
実
情
に
応
じ
、
適
切
な
項
目
を
設
定
し
て

行
う
も
の
と
す
る
。

３
校
長
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
た
当
該
学
校
の
生
徒
の
保
護
者
等
そ
の
３

校
長
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
た
当
該
学
校
の
生
徒
の
保
護
者

そ
の

他
の
当
該
学
校
の
関
係
者
（
当
該
学
校
の
職
員
を
除
く
。
）
に
よ
る
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公

他
の
当
該
学
校
の
関
係
者
（
当
該
学
校
の
職
員
を
除
く
。
）
に
よ
る
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公

表
す
る
も
の
と
す
る
。

表
す
る
も
の
と
す
る
。

４
（
略
）

４
校
長
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
結
果
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
評
価
を
行
っ
た
場
合
は



（
新
旧
対
照
表

7
ペ
ー
ジ
）

2
0
2
2
/
0
2
/
0
8
1
8
:
0
8

そ
の
結
果
を
、
教
育
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
6
4
条
～
第
9
0
条
（
略
）

第
6
4
条
～
第
8
9
条
（
略
）

別
表
第
１
～
別
表
第
３
（
略
）

別
表
第
１
～
別
表
第
３
（
略
）

第
６
号
様
式
（
第
2
0
条
関
係
）
※
全
部
改
正

第
６
号
様
式
（
第
2
0
条
関
係
）

誓
約
書
兼
保
証
意
志
確
認
書

誓
約

書

沖
縄
県
立

高
等
学
校
長

殿
沖
縄
県
立

高
等
学
校
長

殿

私
は
御
校
入
学
の
上
は
、
校
則
及
び
諸
規
則
を
よ
く
守
り
、
生
徒
の
本
分
を
尽
く
す
こ
と
を

私
は
御
校
入
学
の
上
は
、
校
則
並
び
に
諸
規
則
を
よ
く
守
り
、
生
徒
の
本
分
を
つ
く
す
こ
と

誓
い
ま
す
。

を
保
護
者
及
び
保
証
人
と
連
署
し
て
、
か
た
く
誓
い
ま
す
。

年
月

日
年

月
日

本
人

本
人

住
所

住
所

（
ふ
り
が
な
）

（
ふ
り
が
な
）

氏
名

氏
名

年
月

日
生

年
月

日
生

保
護
者

上
記
の
者
の
在
学
中
は
、
校
則
及
び
諸
規
則
を
守
ら
せ
、
本
人
の
身
上
に
関
す
る
一
切
の
責

住
所

電
話
（

）

任
を
負
う
こ
と
を
誓
約
し
ま
す
。
ま
た
、
入
学
料
、
授
業
料
及
び
受
講
料
の
納
付
に
つ
い
て

職
業
（

）
本
人
と
の
続
柄
（

）

は
、
金

円
を
限
度
に
本
人
と
連
帯
し
て
保
証
し
ま
す
。

氏
名

年
月

日
年

月
日
生

保
護
者
等

保
証
人

住
所

電
話
（

）
住

所
電
話
（

）

職
業
（

）
本
人
と
の
続
柄
（

）
氏

名

氏
名

年
月

日
生

年
月

日
生

（
Ａ
４
判
）

上
記
の
者
の
在
学
中
は
、
校
則
及
び
諸
規
則
を
守
ら
せ
、
本
人
の
身
上
に
関
す
る
一
切
の
責



（
新
旧
対
照
表

8
ペ
ー
ジ
）

2
0
2
2
/
0
2
/
0
8
1
8
:
0
8

任
を
負
う
こ
と
を
誓
約
し
ま
す
。

保
証
人

住
所

氏
名

年
月

日
生

（
Ａ
４
判
）

注
保
護
者
等
又
は
保
証
人
に
係
る
記
載
が
不
要
で
あ
る
場
合
に
は
、
適
宜
修
正
す
る
こ
と
。

第
７
号
様
式
（
第
2
5
条
関
係
）

第
７
号
様
式
(
第
2
5
条
関
係
）

転
学

願
転

学
願

年
月

日
年

月
日

沖
縄
県
立

高
等
学
校
長

殿
沖
縄
県
立

高
等
学
校
長

殿

課
程

科
第

学
年

組
課
程

科
第

学
年

組

生
徒
氏
名

生
徒
氏
名

保
護
者
等
氏
名

保
護
者

氏
名

下
記
の
と
お
り
、
転
学
し
た
い
の
で
、
許
可
を

お
願
い
し
ま
す
。

下
記
の
と
お
り
、
転
学
し
た
い
の
で
、
許
可
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

記
記

転
学
先

立
高
等
学
校

課
程

科
学
年

転
学
先

立
高
等
学
校

課
程

科
学
年

事
由

事
由

（
Ａ
４
判
）

（
Ａ
４
判
）

注
成
年
に
達
し
た
生
徒
に
つ
い
て
は
、
「
保
護
者
等
」
を
「
保
証
人
」
と
す
る
こ
と
。

第
８
号
様
式
（
第
2
6
条
関
係
）

第
８
号
様
式
（
第
2
6
条
関
係
）

転
籍

願
転

籍
願

年
月

日
年

月
日



（
新
旧
対
照
表

9
ペ
ー
ジ
）

2
0
2
2
/
0
2
/
0
8
1
8
:
0
8

沖
縄
県
立

高
等
学
校
長

殿
沖
縄
県
立

高
等
学
校
長

殿

課
程

科
第

学
年

組
課
程

科
第

学
年

組

生
徒
氏
名

生
徒
氏
名

保
護
者
等
氏
名

保
護
者

氏
名

下
記
の
と
お
り
、
転
籍
し
た
い
の
で
、
許
可
を

お
願
い
し
ま
す
。

下
記
の
と
お
り
、
転
籍
し
た
い
の
で
、
許
可
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

記
記

転
籍
先

課
程

科
第

学
年

転
籍
先

課
程

科
第

学
年

事
由

事
由

（
Ａ
４
判
）

（
Ａ
４
判
）

注
成
年
に
達
し
た
生
徒
に
つ
い
て
は
、
「
保
護
者
等
」
を
「
保
証
人
」
と
す
る
こ
と
。

第
９
号
様
式
（
第
2
7
条
関
係
）

第
９
号
様
式
（
第
2
7
条
関
係
）

転
科

願
転

科
願

年
月

日
年

月
日

沖
縄
県
立

高
等
学
校
長

殿
沖
縄
県
立

高
等
学
校
長

殿

科
第

学
年

組
科

第
学
年

組

生
徒
氏
名

生
徒
氏
名

保
護
者
等
氏
名

保
護
者

氏
名

下
記
の
と
お
り
、
転
科
し
た
い
の
で
、
許
可
を

お
願
い
し
ま
す
。

下
記
の
と
お
り
、
転
科
し
た
い
の
で
、
許
可
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

記
記

転
科
先

科
第

学
年

転
科
先

科
第

学
年

事
由

事
由

（
Ａ
４
判
）

（
Ａ
４
判
）

注
成
年
に
達
し
た
生
徒
に
つ
い
て
は
、
「
保
護
者
等
」
を
「
保
証
人
」
と
す
る
こ
と
。

第
1
0
号
様
式
（
第
2
8
条
関
係
）

第
1
0
号
様
式
（
第
2
8
条
関
係
）



（
新
旧
対
照
表

1
0
ペ
ー
ジ
）

2
0
2
2
/
0
2
/
0
8
1
8
:
0
8

退
学

願
退

学
願

年
月

日
年

月
日

沖
縄
県
立

高
等
学
校
長

殿
沖
縄
県
立

高
等
学
校
長

殿

科
第

学
年

組
科

第
学
年

組

生
徒
氏
名

生
徒
氏
名

保
護
者
等
氏
名

保
護
者

氏
名

下
記
の
と
お
り
、
退
学
し
た
い
の
で
、
許
可
を

お
願
い
し
ま
す
。

下
記
の
と
お
り
、
退
学
し
た
い
の
で
、
許
可
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

記
記

期
日

年
月

日
期

日
年

月
日

事
由

事
由

（
Ａ
４
判
）

（
Ａ
４
判
）

注
成
年
に
達
し
た
生
徒
に
つ
い
て
は
、
「
保
護
者
等
」
を
「
保
証
人
」
と
す
る
こ
と
。

第
1
1
号
様
式
（
第
2
9
条
関
係
）

第
1
1
号
様
式
（
第
2
9
条
関
係
）

留
学

願
留

学
願

年
月

日
年

月
日

沖
縄
県
立

高
等
学
校
長

殿
沖
縄
県
立

高
等
学
校
長

殿

課
程

科
第

学
年

組
課
程

科
第

学
年

組

生
徒
氏
名

生
徒
氏
名

保
護
者
等
氏
名

保
護
者

氏
名

下
記
の
と
お
り
、
留
学
し
た
い
の
で
、
許
可
を

お
願
い
し
ま
す
。

下
記
の
と
お
り
、
留
学
し
た
い
の
で
、
許
可
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

記
記

期
間

年
月

日
か
ら

年
月

日
ま
で

期
間

年
月

日
か
ら

年
月

日
ま
で

留
学
先

国
名

留
学
先

国
名

学
校
名

学
校
名

留
学
の
目
的

留
学
の
目
的

（
Ａ
４
判
）

（
Ａ
４
判
）



（
新
旧
対
照
表

1
1
ペ
ー
ジ
）

2
0
2
2
/
0
2
/
0
8
1
8
:
0
8

注
成
年
に
達
し
た
生
徒
に
つ
い
て
は
、
「
保
護
者
等
」
を
「
保
証
人
」
と
す
る
こ
と
。

第
1
2
号
様
式
（
第
3
0
条
関
係
）

第
1
2
号
様
式
（
第
3
0
条
関
係
）

休
学

願
休

学
願

年
月

日
年

月
日

沖
縄
県
立

高
等
学
校
長

殿
沖
縄
県
立

高
等
学
校
長

殿

科
第

学
年

組
科

第
学
年

組

生
徒
氏
名

生
徒
氏
名

保
護
者
等
氏
名

保
護
者

氏
名

下
記
の
と
お
り
、
休
学
し
た
い
の
で
、
許
可
を

お
願
い
し
ま
す
。

下
記
の
と
お
り
、
休
学
し
た
い
の
で
、
許
可
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

記
記

期
日

年
月

日
か
ら

年
月

日
ま
で

期
日

年
月

日
か
ら

年
月

日
ま
で

事
由

事
由

（
Ａ
４
判
）

（
Ａ
４
判
）

注
成
年
に
達
し
た
生
徒
に
つ
い
て
は
、
「
保
護
者
等
」
を
「
保
証
人
」
と
す
る
こ
と
。

第
1
3
号
様
式
（
第
3
1
条
関
係
）

第
1
3
号
様
式
（
第
3
1
条
関
係
）

休
学

取
消

願
休

学
取

消
願

年
月

日
年

月
日

沖
縄
県
立

高
等
学
校
長

殿
沖
縄
県
立

高
等
学
校
長

殿

科
第

学
年

組
科

第
学
年

組

生
徒
氏
名

生
徒
氏
名

保
護
者
等
氏
名

保
護
者

氏
名

年
月

日
か
ら

の
た
め
休
学
し
て
お
り
ま
し
た

年
月

日
か
ら

の
た
め
休
学
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
下
記
の
と
お
り
、
そ
の
事
由
が
消
滅
し
た
の
で
、
休
学
の
取
消
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

が
、
下
記
の
と
お
り
、
そ
の
事
由
が
消
滅
し
た
の
で
、
休
学
の
取
消
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

記
記

期
日

年
月

日
よ
り

期
日

年
月

日
よ
り



（
新
旧
対
照
表

1
2
ペ
ー
ジ
）

2
0
2
2
/
0
2
/
0
8
1
8
:
0
8

事
由

事
由

（
Ａ
４
判
）

（
Ａ
４
判
）

注
成
年
に
達
し
た
生
徒
に
つ
い
て
は
、
「
保
護
者
等
」
を
「
保
証
人
」
と
す
る
こ
と
。

第
1
4
号
様
式
（
第
3
2
条
関
係
）

第
1
4
号
様
式
（
第
3
2
条
関
係
）

復
学

願
復

学
願

年
月

日
年

月
日

沖
縄
県
立

高
等
学
校
長

殿
沖
縄
県
立

高
等
学
校
長

殿

科
第

学
年

組
科

第
学
年

組

生
徒
氏
名

生
徒
氏
名

保
護
者
等
氏
名

保
護
者

氏
名

年
月

日
か
ら

の
た
め
休
学
し
て
お
り
ま
し
た

年
月

日
か
ら

の
た
め
休
学
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
下
記
の
と
お
り
、
復
学
し
た
い
の
で
、
許
可
を

お
願
い
し
ま
す
。

が
、
下
記
の
と
お
り
、
復
学
し
た
い
の
で
、
許
可
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

記
記

期
日

年
月

日
よ
り

期
日

年
月

日
よ
り

事
由

事
由

（
Ａ
４
判
）

（
Ａ
４
判
）

注
成
年
に
達
し
た
生
徒
に
つ
い
て
は
、
「
保
護
者
等
」
を
「
保
証
人
」
と
す
る
こ
と
。

第
1
5
号
様
式
（
第
3
3
条
関
係
）

第
1
5
号
様
式
（
第
3
3
条
関
係
）

再
入

学
願

再
入

学
願

年
月

日
年

月
日

沖
縄
県
立

高
等
学
校
長

殿
沖
縄
県
立

高
等
学
校
長

殿

科
第

学
年

組
科

第
学
年

組

生
徒
氏
名

生
徒
氏
名

保
護
者
等
氏
名

保
護
者

氏
名



（
新
旧
対
照
表

1
3
ペ
ー
ジ
）

2
0
2
2
/
0
2
/
0
8
1
8
:
0
8

下
記
の
と
お
り
、
再
入
学
し
た
い
の
で
、
許
可
を

お
願
い
し
ま
す
。

下
記
の
と
お
り
、
再
入
学
し
た
い
の
で
、
許
可
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

記
記

期
日

年
月

日
よ
り

期
日

年
月

日
よ
り

事
由

事
由

（
Ａ
４
判
）

（
Ａ
４
判
）

注
成
年
に
達
し
た
生
徒
に
つ
い
て
は
、
「
保
護
者
等
」
を
「
保
証
人
」
と
す
る
こ
と
。

第
1
6
号
様
式
～
第
2
2
号
様
式
（
略
）

第
1
6
号
様
式
～
第
2
2
号
様
式
（
略
）

（
注
）

規
則
の
改
正
規
定
に
係
る
部
分
の
対
照
箇
所
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引
く
こ
と
。



参 照 条 文
○ 民 法 （ 明 治 二 十 九 年 法 律 第 八 十 九 号 ）

（ 成 年 ）

第 四 条 年 齢 二 十 歳 を も っ て 、 成 年 と す る 。

（ 個 人 根 保 証 契 約 の 保 証 人 の 責 任 等 ）

第 四 百 六 十 五 条 の 二 一 定 の 範 囲 に 属 す る 不 特 定 の 債

務 を 主 た る 債 務 と す る 保 証 契 約 （ 以 下 「 根 保 証 契

約 」 と い う 。 ） で あ っ て 保 証 人 が 法 人 で な い も の

（ 以 下 「 個 人 根 保 証 契 約 」 と い う 。 ） の 保 証 人 は 、

主 た る 債 務 の 元 本 、 主 た る 債 務 に 関 す る 利 息 、 違 約

金 、 損 害 賠 償 そ の 他 そ の 債 務 に 従 た る 全 て の も の 及

び そ の 保 証 債 務 に つ い て 約 定 さ れ た 違 約 金 又 は 損 害

賠 償 の 額 に つ い て 、 そ の 全 部 に 係 る 極 度 額 を 限 度 と

し て 、 そ の 履 行 を す る 責 任 を 負 う 。

２ 個 人 根 保 証 契 約 は 、 前 項 に 規 定 す る 極 度 額 を 定 め

な け れ ば 、 そ の 効 力 を 生 じ な い 。

３ 第 四 百 四 十 六 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 規 定 は 、 個 人

根 保 証 契 約 に お け る 第 一 項 に 規 定 す る 極 度 額 の 定 め

に つ い て 準 用 す る 。

（ 親 権 者 ）

第 八 百 十 八 条 成 年 に 達 し な い 子 は 、 父 母 の 親 権 に 服

す る 。

２ 子 が 養 子 で あ る と き は 、 養 親 の 親 権 に 服 す る 。

３ 親 権 は 、 父 母 の 婚 姻 中 は 、 父 母 が 共 同 し て 行 う 。

た だ し 、 父 母 の 一 方 が 親 権 を 行 う こ と が で き な い と

き は 、 他 の 一 方 が 行 う 。


